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結 核 菌製劑 ノー般 強壯 作用 二就 テノ研究

第3報:強壯 作用 ノ・結核菌製劑 二固有 ナ リヤー大腸菌

生・煮兩 免疫元ノ張壯作用ノ 吟味

京都帝國大學醫學部外科學教室(鳥潟教授指導)

副手 騨 士 高 安 彰

緒 言

本研 究 ノ第2報 二於 テハ結核菌以外 ノ免疫元 二

於 テモ結核 菌「ゴ クチゲ ン1ノ 如 キー般細胞賦活

作用 ガ存 スル カ否 カラ検 セ ント欲 シ、先 ヅ葡萄

状球菌 二就 キ検 セルガ、本報 告二於 テハ更 二大

腸 菌 二就 キ研究 テ進 メン ト欲 ス。此 際同時 二大

腸菌生 ・煮雨免疫元 二於 テ如何程 ノ 差 ガ認 メラ

ル ・カテモ併 セ吟味 スル所 ア ラン ト へ.

實験材料

普通大腸桿菌生 ・煮雨冤疫元

24時 間寒天斜面 二純培 養 セ,・普通大腸 桿菌 テ滅

菌 生理的 食鞭 水二俘游 セ シメ,此 ノ菌液1.0耗

ノ含菌 量 ラ鳥潟教授 沈澱計3度 目帥 チ約O.0021

立毛ナ ラシ メタリ。此 ノ菌液 ラ、 甲乙 二折牛 シ甲

ノ・其 ノ儘遠心器 ニ ヨリ菌膿 ラ沈澱 セ シメ、其 ノ

上澄 ラジル'ごル シユ ミ.ト 氏陶土 濾過器 一テ濾

過 シ、清澄 ナル濾液 ラ得之 ラ生免疫元(N.R)ト

λ。 乙 ハ100度 二沸縢・シツ ・アル重 湯煎 ニ テ30

分 間加熱 セ・レ後、 生濾液 ト同様濾過 シ、清澄 ナ

ル液 テ得、煮沸免疫元(「 コクチグ ン」)トナ ス。

各液 ニノ・0.5%ノ 割 合 二石炭 酸 テ加 ヘ タ リ。

結核菌 「コクチゲ ン

昭和10年6月19日 鳥 潟免疫研 究所製 品。

黄 色葡萄歌球菌 「コクチ ゲ ン

第2報 第2回 實験参照。

實験動物

禮 重200乃 至250瓦 ノ健 常雄性海猿 井豫 メ1週

間飼養 セル後實験 二供 入。

實験方法

第1報 及 第2報 ノ場 合 ト全 ク同様 。

第2報 二於 テ述 ベ タルガ如 ク、大腸菌 生・煮雨

菟疫元 ノ外、黄 色葡萄状球 菌 「コクチゲ ニ」及 ビ

結核菌 「コ クチゲ ン」二就 テモ各々2妬 乃至4耗

注射 ノ4群(各 群7頭 宛1ラ 設 ケ、無前腱置 ノ封

照群 ト比較 スル ト共 二、是等各免疫元 ノ影響 テ

比較セリ。

實験経過

實験 開始 ノ・昭和10年11月4日 、前 同同様10日

間 二分割注射 シ、以後12月24日 二至ル迄40日

間親察 ス。各群海瞑 ノ禮重攣化、 生存状態ノ・第

1表 ノ如 シ。但 シ結核菌及 ビ葡萄歌球菌「コク
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第1表A.大 腸菌「コ〃チゲソ」注射ノ場合 ノ海狸髄重 ノ推移

群別及注射
前亭均髄重

海狸
番號

4/XI 91XIl14/XI 191XI 24/XI 291XI 41XH 91X∬ 141X皿 191XH 241XH

第1同
注射前

注射開
始5日
後

注射開
始10日

後

注射終

了後5
日

注射終

了後10
日

注射終
了後15
日

注射終
了後20
日

注射終
了後25
日

注射終
了後30
日

注射終
了後35
日

注射終
了後40
日

C.K.。
"

(229)

291240 243 250 240 265 305 302 312 325 340 370

30 230 235
-
222

228 223 248 280 285 300 315 345 365

31 220 240 235 250 288 280 295 310 315 330

32 220 225 232 225 250 285 285 295 305 320 335

33 210 222 223 233 212 29/XI死

34 235 240 263 260 280 330 330 345 360 365 320

35 245 230 252 258 225 220 2/X∬死

C.K.3

(227)

36 250 242 237 230 235 265 265 265 300 320 330

37 232 220 242 267 280 330 330 325 360 365 385

38 220 208 185 173 211XI死

39 205 220 205 230 230 255 238 245 275 280 290

40 220 220 240 255 275 310 310 318 330 350 3170

41 235 240 235 222 235 265 270 270 305 310 315

42 225 230 252 255 280 298 298 300 335 340 350

C.K.4

(231)

43 240 250 260 280 295 328 325 315 325 315 320

44 230 227 255 265 280 322 320 320 342 375 400

45 220 208 235 248 248 280 280 270 290 298 320

46 220 215 235 242 252 285 288 292 295 320 335

47
ら

240 225 195 180 201XI死

48 240 245 260 250 260 285 290 280 285 315 325

49 225 245 250 264 277 325 315 315 330 355 370

C.K.5

(227)

50 205 198 210 228 258 290 288 288 303 325 340

51 230 218 192 217 250 225 275 280 295 308 325

52 220 193 207 212 231XI死

・53 240 252 260 245 210 182 39!XI死

54 225 238 220 250 270 300 280 308 330 342 330

55 220 220 203 220 253 275 282 295 312 350 345

56 250 253 270 240 265 300 300 318 285 29013001

第1表B.大 腸菌生濾液注射 ノ場合 ノ海瞑髄重 ノ推移

群別及注射
前亭均禮重

C.F.N.。

(230)

海猿
番號

57

58

4/XI Y/XI

!14!XLI19/XI
241Xl 2YIXI 41X皿

蓬窮留1蓼雛】　響さ習居裂弩
24025U22り253

225

59 228

60

一61

225

240

62 218

63

64

235

250

65 232

220 230

230 233

ll劉
207

245

240

223

220

247

220

235

255

240

235

240

215

270

225

265・

272

262

注射終

了後10
日
255

245

242

215

260

230

270

280

272

終
15
射
後
注
了

日

注射終
了後20
日

27s

278

265

238

282

260

300

298

300

305

285

275

2全3
292

270「

318

278

315

y/X皿

114/X∬

19/X皿241X皿

渦三射'糸冬匡主射●系冬

蒼後251百後30
285318

280

270

2`'2

280

275

305

255

290

295

28牙

215

298

263
一語6噛

285

288

{キ三身寸・糸冬5iヨF…身4終

了 後35了 後40

日 一一_一_-H-_

355360

340

295

210

370

325

285

225

358

lll-・

323コ

22/Xll死

372

訂
260 295
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66

C・F・N・367

(227)

C.F.N.4

(230)

C.F.Nr

(229)

68

69

一70

一71

一72

一73

一74

一75

一76

一77

一78

一79

一80

一81

一82

83

84

220

215

225

012

032

242

532

522

022

562

512

532

542

032

512

022

522

210

255

222

210

218

581

032

022

812

202

002

562

022

822

212

812

591

212

512

200

「藪互

222

217

230

0

0

3

5

2

6

3

5

5

2

0

5

20

24

23

22

22

20

26

21

%

23

22

21

022

522

213

235

245

232

245

312

732

252

342

052

522

562

812

762

062

202

532

332

032

225

252

260

245

198

215

235

258

255

255

200

265

220

260

270

221XI死

210

265

220

230

270

295

235

281XI死

248

270

280

280

290

185

300

260

,290

300

185

270

215

275

265

308

205'"

255

255

275

272

285

301XI死

295

255

295

255

1/Xil死

305

220

308

61X皿死

287

220

265

225

280

285

292

310

275

270

270

5角イ2

052

592

7/XH死

315

295

200

320

300

320

360

280

252

300

260

300

308

350

チゲ ン」注射群 ノモ ノハ、 第2報 二掲 ゲ シ故、此

盧 ニノ・大腸菌生(C.N.F)、 煮(C.K.)雨 免 疫群 ノ

モ ノ ノ ミ ラ示 シ タ リ。

315

16/X]死

345

315

310

340

290

18/Xll死

305

270

323

305

所見概括及ビ考案

大腸菌生 ・煮雨発疫元注射群 ノ死 亡率 ノ・相當著 群(C.K.)5頭 二 封 シ、 生濾液 注射群(C.F.N.〉

明 ノ差 テ示 ス。(第1表)即 チ「コクチゲ ン」注射9頭 ナ リ。 カ ・ル例 テ除外 シ各群5頭 宛 卒均値

第2表 各群海瞑髄重塘減ノ推移(各群5頭 雫均)

群 別 注射開始5
注射開始

注射開始1
15日 後

日 後10日 後(終 了後
5日)20日 後25日 後

注射開始!謝 開始注射開始
30日 後

注射開始
35日 後

注射開始
40日 後

注射開始
4与 日 後

一

注射開始
50日 後

0 4.21.1り.414.8130.0144.8 67.4 65.0 84.0 94.4 110.4

C.K.。 卸 4一 翫6一 劃29洛16&6 67.4 80.4 94.0 110.0 115.0

C.K.3 3・6!8・819・6{34.6165.2 62.0 64.2 93.8 104.6 118.6

C.K.4 1・OI20・OI21・8143・4[2.4
一一

71.6 68.4 81.4 104.8 123.0

C.K.5 一 〇
.6-7.Oi

'

5・0133・2152・0159・0 71.8 79.0 97.0 1101.0
C.F.N.2 一2 .6i5.4 19.oi20.8147.ol一 61.4 50.4 71.0 99.41116.0
C.RN.3 一10 .511.3120.028.7

1

ヒ57
.3 61.0 51.5 69.7 86.引104.5

C.F.N.4
1-11 .4!-8,019.2 14.2 45.6 40・Oi52・0 79.6183.6ig5.2

C.F.N.5 一 ・4 ・5E2・5i12・ ・ 21.3 40.0
1

43・OI48・8 67.0

,

76.0 92.0

T.B.K.2 2.6 17 .6126.6 39・8口3・4 79.8 88.8 115.8 119.2

一

131.8

TB.K.3 6.6 3.6;13.0 89.4!81.6
「

87.0 88.0 125.6 140.2

TB.K.4 一2
.0

16
,814.8

1
43.4188.4

}63.8
90.6

107.4

」
106.0192.8 122.2 144.0

TB.K5 一1.411 .0}9.6 33.2 75.4 80.0 92.41116.0 125.0

註0・ ・無 前 盧 置 群CK・ ・大 腸 菌 「コ ク チ ゲ ソ」注 射 群CF㌧N .・・大 腸 菌 濾 液 注 射 群
T・B・K… 結 核 菌 「コ クチ ゲ ソ」注 射 群
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ニ ヨリ其 ノ膿重推移 ラ追 究 セル ニ第2表 、第1

及 ピ第2圖 ノ如 シ。(但 シ生濾液3琵 及 ピ5耗

注射群 ニ テ・・7頭 宛 ノ中、各3頭 艶死 セル故4

頭 平均 ラ求 ノタ リ)。

(1)大 腸 菌 「コクチゲ ン」ノ海狽髄重 二及 ボス影
/

響

注射期 間 中或 ハ其 ノ後5日 迄 ハ、膿重檜加程度

ハ封 照群 ト同等 又ノ・却 ツテ小。其後次第 二檜加

著 明 トナ リ、封 照 ヨリ大 トナル。即 チ第1圖 ノ

如 ク強肚作用顯 著 ナ リ。併 シ之 ト同條件 ニ ア リ

シ結核 菌「コクチゲ ン」注射群 ト比較 スル ニて第

2表 参照)、 注射後40日 二於 テ、罷 重増加 ハ、

封 照110瓦 二封 シ、大腸 菌「コクチゲ ン」ニテノ・

123瓦(C.K.4)→119瓦(C.K.3)等 ニ テ、 之 二封

シ結 核菌 「ゴクチゲ ン」注射群 デへ 最高144瓦

(K,)ニ テ、最低 モ125瓦 、 即 チ大腸菌 「コクチ

ゲ ン」注射 ノ到達 シ得 ル 最高檜加 ヨ リモ更 二明

白 二大 ナ リ。

同條件 ノ下 一 ア リシ葡萄 状球 菌「コクチゲ ン」注

射群 ノ成 績 ハ大腸菌 ノ場 合 ヨリモ梢 ≧僅 少 ナ リ

(第2報 容 照)。

第1圖

大腸菌「コ〃チグソ」d三射 ノ場合 ノ髄重増減 ノ推移
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第2圖

大腸菌生濾液注射ノ場合ノ髄重培減ノ推移

too

5-o

o

伽

重
増
減
(瓦
)↑

'
'

ノ

ノ

'.'
ノo

'・

'!

!!
'/

'

・./

'

プ./

ア
./・ 〈 、7
'

,7
、.

7
,,

の
"1

'

"
'

病

。z
ノ
/
1'/
!4

導ヅ
OIO205ρ40
-
,宝貯」m間

一→纒過日鍛

c.FM■

0

(=・F.M,)

c.F.ハt`

c.Flves

ル モ ノ ノ・必 ズ シ モ 結 核 菌 「コ ク チ ゲ ン」ノ ミ ニ 固

有 ノモ ノニ非 ズ シテ、結核菌 以外 ノ種 々 ナル菌

ノ製剤、殊 二各種 「コクチゲ ン」ニモ存 スル モノ

ノ如 シ。唯結核 菌「コクチゲ ン」二於 テ特 二著 明

デ ア リ。且 ツ持緬 的 二現 レ,強 壮剤 トシテノ敷

果 テ現 シ、葡萄状球 菌 ノ場合 ノ・一過 性 二細胞 刺

戟剤 トシテ注射 當時 二生活力 ラ旺 盛 ナ ラ シメ シ

モ ノト考 フベ ク、大腸菌 二於 テハ結核 菌 ノ場合

ノ如 ク、注射終 了後其 ノ作 用 テ現 セル ガ如 キモ

其 ノ程度全禮 トシテ弱 ク且 ツ短 期間影響 スルモ

ノ ト考 ヘ ラル。

(2)大 腸菌 生濾液 ノ海撰農重 二及 ボス影響

此 ノ場合 ハ 既 二10日 間 ノ注射 期間 中 二於 テモ

封 照 二比 シ著明 二艘重壇加度 ハ小 トナ リ。注射

終 了後40日 二於 テ モ 次 ノ如 ク4耗 以上注射 ノ

場合 ハ其 ノ障碍著 シキラ見 ルベ シ。

C.F.N.L)(116.0)>0(110.4)>C.F.N.t{

(104・5)>C.F.N.4(95.2)>C.F.N.5(92.0)

即 チ大腸菌生星疫元 益醜 禮 重檜 加z來 サズ シ

塑[堕zζ 乏瞳碍 込 と事乏 丞 スモ ノニテ死 亡李

∠丞之 ⊥ 超蔓 三墨 ニー致 ス。 而 シテ カ ・ル事實

△圭三 葡萄 状球菌 生濾液 二於 テモ認 メ ラレシモ
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ノ ニ テ、海狸一般 状態 二封 シ、生・煮雨免疫元 ガ、

カ クモ顯著 ナル差 テ示 ス事 ハ注 目 スベキ事實 ナ

リ。是 レ生晃疫元 ノ・煮免疫元 ヨリモ毒 力大 ナル

ノ致 ス所 ナ リ。

煮沸免疫元 即 チ「イムペ ヂ ン」ラ破却 セ ラレタル

免疫元 ガ、之 テ含有 スルモ ノニ比 シ、 一一一面 毒力

小 ニ シテ、他面特殊性乃至非特 殊性抗原能働力

二於 テ優 レル コ ト・慨 二十二分 二立謹 セ ラレタ

結

〈1)大 腸菌 「コクチゲ ン」ニモ輕度 ナ ガ ラ、 非特

殊性 細胞賦活作用 ガ認 メラレタリ.而 シテ之ノ・

爾他 同 一一條件 ノ下 二於 テ、結核 菌「コクチゲ ン」

ヨリモ遙 カニ微 力 ナ リシガ、黄 色葡翻 犬球 菌 「コ

クチゲ ン」ヨ リモ著 明ナ リキ。

〈2)大 腸菌 生免疫元 二於 テハ、「コクチゲ.」 ノ

場合 ト反封 二却 ツテ禮 重壇 加 ハ妨 ゲラ レタ リ。

(3)「d・ ムペ ヂ 〉」ノ破却 セラレタル免疫元、即

ル事實 ナルガ、 他面 「コ クチデ ン」一バー般的 ニ

ー切 ノ喰菌作用 男曾進 スル ト同檬 二
、一 ノ刺戟

剤 トシテー般細胞賦活作用 テモ有 フ、ルガ爲 二禮

重増加 テ將來 セルモ ノ ト考フ ベ シ。

上記 ノ作用 ハ細菌 ノ種類 ニ ヨ リテ張弱 ノ差 アル

モノー シテ、結核 菌 「コクチゲ ン」二於 テ時 二顯

著 ナルモ ノ ト思考 セ ラル。

論

チ「コクチゲ ン」ハ、非特殊性 ニ…般 的喰菌作用

ラ檜進 スル能力 ラ有 スル ト共 二、生禮 ノ細胞活

力 ラー般的 二刺戟 シ、以 テ抵抗 力ナ曾進 ラ來 スモ

ノト考 ヘ ラル。

(4)上 記 ノ作 用 ハ特 二結核菌 「ゴクチゲ ン」二於

テ著 明 ニ シテ且 ツ持緬性 二現 ル ・ガ故 二、 強壮

剤 トシテ ノ数果 テ有 スルモ ノ ト思 ハ ル。




